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も く じも く じ

世
の
中
、有
名
人
は
各
界
様
々
多
い
け
れ
ど
、

全
国
津
々
浦
々
、
老
若
男
女
、
誰
も
が
知
っ
て

い
る
人
と
い
う
と
、
や
は
り
美
空
ひ
ば
り
さ
ん

で
あ
ろ
う
か
。
23
回
忌
の
今
年
も
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
、
ひ
ば
り
さ
ん
の
特
集
が
組
ま
れ
て

い
た
。

戦
後
す
ぐ
、
日
本
の
焼
け
野
原
に
、
9
才
の

少
女
の
歌
が
響
き
渡
っ
た
。
不
思
議
な
力
を
も

つ
そ
の
声
は
瞬
く
間
に
全
国
各
地
に
広
が
り
、

人
び
と
の
心
を
捉
え
た
。
歌
の
巾
の
広
さ
と
い

い
、
そ
の
内
容
・
味
と
い
い
、
着
々
と
不
動
の

地
位
を
築
い
て
い
っ
た
道
の
り
。
好
き
嫌
い
は

別
に
し
て
、
だ
れ
も
が
そ
の
確
か
な
力
を
評
価

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

一
番
の
親
友
で
あ
っ
た
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
と

つ
い
最
近
ひ
ば
り
さ
ん
に
つ
い
て
放
送
で
対
談

を
し
た
。
歌
に
か
け
る
拘
り
の
強
さ
、
そ
の
素

顔
や
家
族
へ
の
思
い
、
自
ら
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

な
っ
て
大
歌
手
を
育
て
上
げ
た
母
喜
美
枝
さ
ん

の
こ
と
な
ど
、
改
め
て
感
じ
入
っ
た
。
母
は
、

常
に
歌
手
と
し
て
の
ひ
ば
り
さ
ん
を
守
り
続
け

た
。そ
の
分
い
わ
ゆ
る
家
庭
生
活
は
無
か
っ
た
。

メ
イ
コ
さ
ん
の
家
族
と
ひ
ば
り
さ
ん
を
繋
い
だ

の
は
喜
美
枝
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
だ
。
メ
イ
コ
さ

ん
は
一
筋
の
道
を
歩
み
つ
つ
も
、
家
庭
生
活
を

優
先
し
て
き
た
。
母
は
そ
の
姿
、
そ
の
家
庭
を

一
方
で
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

親
友
ひ
ば
り
さ
ん
の
家
で
メ
イ
コ
さ
ん
が
し

ば
し
ば
目
に
し
た
の
は
、
書
斎
の
中
心
に
置
か

れ
て
い
る
漫
画
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
だ
っ
た
と
い

う
。
ひ
ば
り
さ
ん
は
、
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
が
憧

れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
家
族
み
ん
な
で

「
ち
ゃ
ぶ
台
」
を
か
こ
み
、
鍵
の
掛
か
っ
て
い

な
い
玄
関
、
板
廊
下
、
障
子
、
生
垣
…
隣
近
所
、

学
校
の
友
達
…
小
さ
な
日
々
の
暮
ら
し
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
、
一
言
一
言
が
な
ん
だ
か
お
か
し
く

て
、
つ
い
笑
っ
た
り
、
関
心
し
た
り
、
共
感
し

た
り
…
典
型
的
な
日
本
の
昭
和
の
家
庭
。
ほ
の

ぼ
の
と
懐
か
し
い
家
族
の
営
み
。
…
そ
れ
を
見

な
が
ら
、
笑
っ
た
り
慰
め
ら
れ
た
り
し
て
い
た

ひ
ば
り
さ
ん
を
思
う
。
忙
し
く
て
学
校
に
も
行

け
ず
、
近
所
づ
き
あ
い
も
無
か
っ
た
ひ
ば
り
さ

ん
。
歌
へ
の
拘
り
は
特
別
だ
っ
た
け
れ
ど
、
日

常
は
サ
ザ
エ
さ
ん
の
よ
う
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

心
優
し
い
人
だ
っ
た
と
、
親
友
中
村
メ
イ
コ
さ

ん
は
、
目
を
細
め
、
遠
く
を
見
つ
め
な
が
ら
語

る
。
改
め
て
ひ
ば
り
さ
ん
の
歌
が
近
く
近
く
聞

こ
え
て
く
る
放
送
で
あ
っ
た
。

朝
市
（
高
知
県
）

ひ
ば
り
さ
ん
と
サ
ザ
エ
さ
ん

は
し

だ
て

た
つ

お

　

加
賀
美　

幸 

子

千
葉
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
名
誉
館
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー

か

が

み

さ
ち

こ

コ ラ ム

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
撮影場所・日時を明記して下さい。
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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活 動

8
月
24
日
、
政
権
交
代
後
初
め
て
と
な
る

第
30
次
地
方
制
度
調
査
会
の
第
1
回
総
会
が

首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
藤
原

会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）
が

委
員
と
し
て
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、ま
ず
、会
長
及
び
副
会
長
の
互

選
が
行
わ
れ
、会
長
に
西
尾
勝
委
員（
東
京
市

政
調
査
会
理
事
長
）、副
会
長
に
畔
柳
信
雄
委

員（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
取
締
役
会
長
）を

選
任
し
た
。
次
に
菅
総
理
大
臣
か
ら
「
住
民

の
意
向
を
よ
り
一
層
地
方
公
共
団
体
の
運
営

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
見
地
か
ら
の
議

会
の
あ
り
方
を
始
め
と
す
る
住
民
自
治
の
あ

り
方
、我
が
国
の
社
会
経
済
、地
域
社
会
な
ど

の
変
容
に
対
応
し
た
大
都
市
制
度
の
あ
り
方

及
び
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
基
礎
自
治

体
の
担
う
べ
き
役
割
や
行
政
体
制
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
の
一
層
の
推
進

を
図
る
観
点
か
ら
、
調
査
審
議
を
求
め
る
。」

と
す
る
諮
問
が
な
さ
れ
た
後
、「
震
災
を
経
験

す
る
中
で
、
地
方
公
共
団
体
の
果
た
す
役
割

が
再
認
識
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
決
め
る
社
会
を
作
る
た
め
に
も
、
地
域

主
権
改
革
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、議

論
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、片
山
総
務
大
臣
の
挨
拶
に
続
き
、

運
営
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。今
後
の
審
議
は
、

専
門
小
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
ず
、
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
そ
の
後
議
会
、
大
都
市
、
基
礎
自
治
体

の
あ
り
方
に
つ
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
に
お
い
て
、
藤
原
会
長

は
、「
地
方
自
治
法
改
正
案
に
つ
い
て
、『
住

民
自
治
の
あ
り
方
』
は
も
と
よ
り
、
諮
問
事

項
に
つ
い
て
地
方
の
行
財
政
運
営
の
現
実
・

実
態
を
十
分
踏
ま
え
た
議
論
が
行
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
現
行
の
地
方

自
治
法
の
規
定
は
膨
大
で
あ
り
、
地
方
の
自

主
性
を
尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
過
度
の
規

制
を
緩
和
す
る
作
業
こ
そ
必
要
で
は
な
い

か
」
と
の
発
言
を
行
っ
た
。

▲冒頭に挨拶を行う菅総理大臣 ▲会議で発言する藤原会長

全
国
町
村
会

全
国
町
村
会

―
本
会
か
ら
は
藤
原
会
長
が
委
員
と
し
て
参
画
―

第
30
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
足
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政 策

全
国
町
村
の
中
で
不
交
付
団
体
は
32

　

23
年
度
交
付
団
体
は
46
道
府
県
、

1
、
6
6
6
市
町
村
に
及
ぶ
。（
表
1
）

　

全
国
都
道
府
県
の
中
で
、
交
付
を
受

け
な
い
不
交
付
団
体
は
東
京
都
だ
け
で

あ
る
。
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
全
市
町

村
の
う
ち
96
・
6
％
が
交
付
を
受
け
る
。

ま
た
22
年
度
ま
で
不
交
付
だ
っ
た
川
崎

市
が
交
付
と
な
り
、
政
令
指
定
都
市
の

す
べ
て
が
交
付
団
体
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
平
成
14
年
以
来
9
年
ぶ
り
の
こ
と
で

あ
る
。

　

19
年
に
は
、不
交
付
団
体
は
、1
8
8

自
治
体
を
数
え
た
。
し
か
し
20
年
秋
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
製
造
業
の

不
振
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
で
、
不

交
付
団
体
は
4
年
連
続
で
減
少
し
、
昨

年
度
は
74
、
23
年
度
は
59
自
治
体
。
さ

ら
に
来
年
度
か
ら
は
、
震
災
に
よ
る
税

収
の
落
ち
込
み
が
顕
在
化
し
そ
う
で
、

総
務
省
は
、「
抜
本
的
な
景
気
回
復
が

な
い
か
ぎ
り
は
、
こ
の
傾
向
は
止
ま
ら

な
い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
不
交
付
団
体
が
も
っ

と
も
少
な
か
っ
た
の
は
、
昭
和
53
年
の

48
で
あ
る
。
第
1
次
と
2
次
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
は
さ
ま
れ
た
こ
の
時
期
、

そ
れ
ま
で
低
価
格
の
輸
入
石
油
を
基
盤

に
成
長
し
て
き
た
日
本
の
産
業
は
、
大

打
撃
を
受
け
て
い
た
。
自
治
体
の
数
が

今
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
48

団
体
と
い
う
の
は
、
か
な
り
少
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
後
、
産
業
界
は
省
エ
ネ

構
造
に
転
換
し
、
不
交
付
団
体
の
数
も

増
え
、
バ
ブ
ル
期
に
は
1
9
3
団
体
を

数
え
た
。
転
じ
て
、23
年
度
は
59
団
体
。

過
去
4
番
目
の
少
な
さ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、

新
た
に
不
交
付
に
転
じ
た
町
村
が
あ

る
。
福
井
県
お
お
い
町
と
、
山
梨
県
山

中
湖
村
で
あ
る
。
企
業
の
業
績
回
復
な

ど
で
、
法
人
住
民
税
が
増
え
た
両
町
村

を
含
め
23
年
度
の
不
交
付
団
体
町
村
は

次
の
32
で
あ
る
。

【
北
海
道
】
泊
村　
【
青
森
県
】
六
ケ
所

村　
【
宮
城
県
】
女
川
町　
【
福
島
県
】

大
熊
町　
【
茨
城
県
】
東
海
村　
【
群
馬

県
】
上
野
村
、
大
泉
町　
【
埼
玉
県
】

三
芳
町　
【
神
奈
川
県
】
寒
川
町
、
中

井
町
、
箱
根
町
、
清
川
村　
【
新
潟
県
】

聖
籠
町
、湯
沢
町
、刈
羽
村　
【
福
井
県
】

お
お
い
町　
【
山
梨
県
】
昭
和
町
、
山

中
湖
村　
【
長
野
県
】
軽
井
沢
町　
【
静

岡
県
】長
泉
町　
【
愛
知
県
】長
久
手
町
、

豊
山
町
、
大
口
町
、
飛
鳥
村
、
武
豊
町
、

幸
田
町　
【
三
重
県
】
川
越
町　
【
京
都

府
】
久
御
山
町　
【
大
阪
府
】
田
尻
町　

【
福
岡
県
】
苅
田
町　
【
佐
賀
県
】
玄
海

　

片
山
善
博
総
務
相
は
、
8
月
5
日
、
平
成
23
年
度
普
通
交
付
税
大
綱

を
閣
議
報
告
し
た
。
交
付
税
が
な
く
て
も
財
政
運
営
が
で
き
る
不
交
付

団
体
は
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
16
の
56
自
治
体
。
こ
れ
は
、
過
去
4
番
目

の
低
さ
で
あ
る
。
交
付
総
額
は
、
16
兆
4
、
1
9
3
億
円
で
前
年
比
プ

ラ
ス
3
・
4
%
。
内
、
道
府
県
分
が
8
兆
7
、
2
5
5
億
円
で
前
年
比

プ
ラ
ス
2
・
9
％
、
市
町
村
が
7
兆
6
、
9
3
8
億
円
で
前
年
比
プ
ラ

ス
4
・
0
％
と
、
市
町
村
の
伸
び
が
や
や
大
き
い
。
ま
た
人
口
急
減
補

正
を
復
活
し
、
人
口
減
少
率
が
高
い
県
は
交
付
税
の
減
少
率
を
緩
和
し

た
。

政策解説

平成23年度「普通交付税大綱」が決定
―総額は前年比3.4％増、
 不交付団体は４番目の低さ―
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政 策

町　
【
宮
崎
県
】
木
城
町

道
府
県
の
税
収
回
復
傾
向
を
反
映
し
、

市
町
村
分
の
伸
び
が
大
き
い

　

不
交
付
団
体
の
減
少
と
呼
応
し
て
、

普
通
交
付
税
の
交
付
額
が
増
え
た
。
総

額
は
、
前
年
度
比
3
・
4
％
増
と
な
る

16
兆
4
、
1
9
3
億
円
。（
表
2
、
3
）

　

道
府
県
分
が
前
年
度
比
2
・
9
％
増

の
8
兆
7
、
2
5
5
億
円
、
市
町
村
分

が
前
年
度
比
4
・
0
%
増
の
7
兆
6
、

9
3
8
億
円
で
、
後
者
の
伸
び
が
大
き

い
。
こ
れ
は
、
道
府
県
の
ほ
う
が
税
収

の
回
復
傾
向
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

23
年
度
交
付
内
容
の
特
徴
と
し
て

は
、
次
の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
雇
用
対
策
・
地
域
資
源
活
用
推
進
費

の
計
上
】

　

23
年
度
の
「
基
準
財
政
需
要
額
」
に

は
、
3
年
連
続
と
な
る
「
雇
用
対
策
・

地
域
資
源
活
用
推
進
費
」
が
計
上
さ
れ

た
。
道
府
県
分
2
、
2
5
0
億
円
、
市

町
村
分
2
、
2
5
0
億
円
、
総
額
4
、

5
0
0
億
円
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
雇
用
機
会
の
創
出

や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
経
済
活
性

化
を
図
る
た
め
の
お
金
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
も
使
う
、
と
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
既
設
項
目
に
、
次
の

4
事
業
を
算
入
し
た
。
①
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
充
実
推
進
事
業
（
1
、

0
0
0
億
円
程
度
）、
②
住
民
生
活
に

光
を
そ
そ
ぐ
事
業
（
3
0
0
億
円
程

度
）、
③
地
球
温
暖
化
対
策
暫
定
事
業

（
1
0
0
億
円
程
度
）、
④
各
種
活
性
化

推
進
事
業
（
6
、
1
0
0
億
円
程
度
）

【
東
日
本
大
震
災
の
被
災
団
体
へ
の
算

定
上
の
特
例
】

　

罹
災
し
た
団
体
「
特
定
被
災
地
方
公

共
団
体
」
に
は
、
小
・
中
学
校
費
な
ど

の
教
育
費
や
法
人
関
係
税
な
ど
の
算
定

に
特
別
措
置
を
講
じ
、
財
政
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。
ま
た
、
企
業
の
移
転
や
操
業
停
止

に
よ
り
法
人
住
民
税
が
落
ち
込
む
こ
と

を
考
慮
し
、
交
付
額
を
2
0
5
億
円
増

や
す
。

【
22
年
度
国
勢
調
査
速
報
値
を
使
用
】

　

各
自
治
体
が
、
全
国
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
、
ど
れ
だ
け

の
お
金
が
必
要
か
を
表
す
「
基
準
財
政

需
要
額
」
の
積
算
に
は
、
人
口
数
が
使

わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な

計
算
式
に
な
る
。

・
基
準
財
政
需
要
額
＝
単
位
費
用
（
法

定
）
×
測
定
単
位
（
国
調
人
口
等
）
×

補
正
係
数
（
寒
冷
補
正
等
）

　

つ
ま
り
人
口
が
多
け
れ
ば
需
要
額
は

大
き
く
、
人
口
が
少
な
け
れ
ば
需
要
額

は
小
さ
く
な
る
。　

　

昨
年
度
ま
で
は
、
人
口
数
と
し
て
平

成
17
年
度
の
国
勢
調
査
の
数
字
を
使
っ

て
い
た
が
、
今
年
度
は
22
年
度
速
報
値

を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
現
状
に
合
わ
せ

た
需
要
額
を
積
算
し
た
。
さ
ら
に
、
人

口
急
減
補
正
を
復
活
さ
せ
、
人
口
減
少

県
の
平
均
減
少
率
を
上
回
る
20
道
県
に

つ
い
て
は
、
交
付
税
の
減
少
率
を
緩
和

表２　平成23年度普通交付税決定額

区　　分 平成２３年度 平成２２年度

総　　額 １６兆４，１９３億円 １５兆８，７９７億円

道府県分 ８兆７，２５５億円 ８兆４，８２２億円

市町村分 ７兆６，９３８億円 ７兆３，９７５億円

表１　平成23年度普通交付税交付団体及び不交付団体数

区 分
平成２３年度 平成２２年度

交 付 不 交 付 計 交 付 不 交 付 計

道府県分 ４６ １ ４７ ４６ １ ４７

市町村分 １，６６６ ５８ １，７２４ １，６５３ ７４ １，７２７

計 １，７１２ ５９ １，７７１ １，６９９ ７５ １，７７４
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政 策

し
た
。

【
需
要
額
の
分
析
】

　

全
国
自
治
体
の
基
準
財
政
需
要
額
の

傾
向
を
分
析
す
る
と
、
増
え
て
い
る
の

は
、
次
の
項
目
で
あ
る
。

・
雇
用
対
策
、
地
域
資
源
活
用
推
進
費

の
創
設
、・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
充

実
推
進
事
業
、
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
事
業
、
地
球
温
暖
化
対
策
暫
定
事
業

等
に
よ
る
増
、・
生
活
保
護
費
の
増
、・

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
の
増

等
に
よ
り
社
会
福
祉
費
の
増
、・
後
期

高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金
の
増
、・

介
護
給
付
費
負
担
金
の
増
に
よ
る
高
齢

者
保
健
福
祉
費
の
増
。

　

雇
用
対
策
費
、
福
祉
対
策
費
が
全
国

の
自
治
体
で
増
加
し
て
い
る
の
が
わ
か

る
。苦

し
い
時
こ
そ
歳
入
増
加
の
視
点
を

　

一
般
的
に
町
村
財
政
は
、
高
齢
化
な

ど
に
よ
る
福
祉
費
の
増
大
、
経
済
悪
化

に
よ
る
収
入
の
減
少
に
よ
っ
て
、
ま
す

ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
職
員
の
人

件
費
な
ど
を
切
り
詰
め
、
爪
に
火
を
と

も
す
よ
う
に
し
て
経
費
削
減
を
図
っ
て

い
る
町
村
が
大
半
だ
。
経
費
削
減
は
大

事
な
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
歳
入
増
加
の

視
点
も
必
要
で
あ
る
。

　

不
交
付
団
体
と
な
る
町
村
は
、
大
企

業
が
あ
っ
た
り
、
有
名
観
光
地
で
あ
っ

た
り
と
、
地
の
利
に
勝
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
、
大
企
業
の
誘
致

が
難
し
く
、
従
来
か
ら
の
観
光
名
所
を

持
た
な
い
地
域
は
、
最
初
か
ら
収
入
増

加
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
し

か
し
、
地
方
交
付
税
に
、
地
域
資
源
活

用
推
進
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
地
域
に
産
業
を
興
し
、
将
来
的
な

歳
入
増
加
を
め
ざ
す
こ
と
が
、
今
、
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

経
営
学
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
る
の
も
一

案
で
あ
ろ
う
。
経
営
の
3
大
資
源
は
、

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
と
言
わ
れ
る
。
推

進
費
は
モ
ノ
と
カ
ネ
で
あ
る
。
あ
と
は

ヒ
ト
、
つ
ま
り
人
材
次
第
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
地
方
行
政
に
携
わ
る
一
人
一
人

が
歳
入
増
加
の
可
能
性
を
探
る
視
点
を

持
つ
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
人
や
企
業

を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
。
地
域
特
性
を
活
か
し
た

産
業
と
は
何
か
、
ど
う
育
成
し
た
ら
よ

い
の
か
。
苦
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
も
う

一
度
考
え
て
み
た
い
。

表３　普通交付税　都道府県別決定額
　　　（都道府県分・市町村分）　

 （単位：百万円）
都 道
府 県 道 府 県 分 市 町 村 分 

北海道 688,441 773,337

青　森 219,483 194,549

岩　手 229,860 198,639

宮　城 183,780 186,258

秋　田 198,597 187,059

山　形 184,904 148,923

福　島 225,874 199,463

茨　城 178,221 155,562

栃　木 138,154 87,302

群　馬 137,786 119,876

埼　玉 201,242 144,911

千　葉 169,757 150,376

東　京 - 54,866

神奈川 81,017 62,444

新　潟 290,773 253,615

富　山 129,113 84,049

石　川 132,580 104,000

福　井 128,188 59,757

山　梨 128,990 88,776

長　野 224,486 244,104

岐　阜 175,851 157,738

静　岡 158,125 98,457

愛　知 52,529 91,155

三　重 137,895 117,124

滋　賀 109,907 82,154

京　都 168,375 154,400

大　阪 290,317 260,889

兵　庫 313,404 302,722

奈　良 146,385 110,467

和歌山 162,749 110,023

鳥　取 131,246 85,202

島　根 181,040 140,551

岡　山 167,038 178,191

広　島 191,681 198,475

山　口 174,979 132,221

徳　島 147,229 89,389

香　川 112,254 78,726

愛　媛 167,983 150,619

高　知 172,180 130,165

福　岡 282,822 336,863

佐　賀 139,389 94,191

長　崎 220,675 205,330

熊　本 219,882 226,553

大　分 172,129 135,325

宮　崎 183,304 142,871

鹿児島 271,737 252,539

沖　縄 203,167 133,593

合　計 8,725,519 7,693,798

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、各都道府県
　　の数値の計と合計は一致しない。



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成23年 8 月29日　8第2771号

情 報

兵
庫
県
町
村
会
は
平
成
23
年
8
月
10
日

の
臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し

た
。 

（
8
月
10
日
就
任
）

兵
庫
県
町
村
会
長

多た

可か

郡
多た

可か

町
長

戸と 

田だ 

善よ
し 

規の
り

昭
和
27
年
12
月
27
日
生

【
住
所
】
多
可
町
加
美
区
豊
部
1
3
0
0

番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
4
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭

和
54
年
衆
議
院
公
設
秘
書
・
社
会
保
険
労

務
士
▽
62
年
加
美
町
議
会
議
員
▽
平
成
3

年
加
美
町
議
会
議
長
▽
12
年
多
可
郡
加
美

町
長
▽
17
年
多
可
郡
多
可
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
17
年
多
可

郡
町
村
会
長
▽
21
年
兵
庫
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
和
紙
博
物
館「
寿
学
文
庫
」

開
館
▽
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン
整
備
▽
加
美
中

学
校
校
舎
新
築
▽
滞
在
型
市
民
農
園
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
岩
座
神
竣
工
▽
丹
波
加
美

線
工
事
着
工
▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク
多
可

オ
ー
プ
ン
▽
地
域
情
報
化
（
全
国
初
民
設

民
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
▽
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
▽
多
可
町
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品

認
証
▽
プ
ラ
ザ
整
備
（
加
美
・
八
千
代
）

【
趣
味
】
読
書
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

【
家
族
】
妻
、
父
、
母

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

美
し
い
村
に
放
射
能
が
降
っ
た

〜
飯
舘
村
長・決
断
と
覚
悟
の
1
2
0
日
〜

　

菅
野
典
雄
著

　

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
【
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
】
新
書

　

定
価　

7
6
0
円
＋
税

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、

全
村
域
が
計
画
的
避
難
区
域
に
な
っ
た
福
島

県
飯
舘
村
。
全
村
避
難
の
進
め
方
を
め
ぐ
っ

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
起
こ
っ
た
。
命

を
優
先
す
べ
き
か
、
暮
ら
し
を
優
先
す
べ
き

か
―
―
そ
の
選
択
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か

れ
よ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
議
論
に
先
立
っ
て
、

ま
ず
我
々
は
、
飯
舘
村
と
い
う
土
地
に
お
い

て
培
わ
れ
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
を
知
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
美
し
い

村
を
目
指
し
て
「
ま
で
い
の
心
」
で
暮
ら
し

を
磨
き
上
げ
て
き
た
村
の
歴
史
に
思
い
を
い

た
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

震
災
前
の
村
の
暮
ら
し
、
そ
こ
に
突
然

襲
っ
た
震
災
、
原
発
事
故
、
そ
し
て
計
画
的

避
難
区
域
へ
の
指
定
か
ら
全
村
避
難
へ
―
―

そ
の
間
、
村
の
リ
ー
ダ
ー
は
何
を
考
え
、
ど

う
行
動
し
た
の
か
、
菅
野
典
雄
村
長
自
身
が

思
い
の
丈
を
率
直
に
綴
っ
た
書
。
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■
開
催
趣
旨

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

多
く
の
尊
い
命
、
財
産
を
奪
う
な
ど
、
東
北
地

方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
、
そ
の
ご
家
族

の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
災
害
は
日

本
全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
出
来
事
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
「
復
興
」
の
あ
り
方
を
考
え
た
と

き
、
地
域
の
抱
え
る
長
期
的
課
題
に
も
対
応
し

た
、
災
害
に
強
い
自
然
と
共
存
す
る
持
続
可
能

な
美
し
い
ま
ち
や
国
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性

が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
、
新
た
な
日
本
を
創
造
す
る
一
歩

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
概
要

○
日
時
：
平
成
23
年
9
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　

13
：
00
ー
17
：
40
（
12
：
30
開
場
）

○
会
場
：
津
田
ホ
ー
ル

（
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
）

○
主
催
：(

財)

日
本
生
態
系
協
会

○ 

後
援
：
内
閣
府
、
総
務
省
、
環
境
省
、
国
土

交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
大
使
館
、
東
京
都
、
全
国
知
事
会
、
全
国

市
長
会
、
全
国
町
村
会
、（
社
）
日
本
都
市

計
画
学
会
、（
社
）
土
木
学
会
、
日
本
自
治

学
会
、
自
治
体
学
会
、
日
本
ビ
オ
ト
ー
プ
管

理
士
会(

申
請
中
を
含
む)

○ 

対
象
：
自
治
体
リ
ー
ダ
ー
、
国
会
・
地
方
議

員
、
行
政
職
員
、
企
業
、
研
究
者
、
民
間
団

体
な
ど
、
災
害
復
興
や
自
然
と
共
存
す
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
関
心

の
あ
る
全
て
の
個
人
・
団
体
。(

参
加
費
無
料)

○
定
員
：
4
5
0
名

○ 

使
用
言
語
：
日
本
語(

外
国
語
の
講
演
に
は

日
本
語
の
逐
次
通
訳
あ
り)

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
開
会　

13
：
00(

受
付
開
始
12
：
30)

○ 

基
調
講
演
『
本
能
か
ら
叡
智
へ
ー
対
決
か
ら

自
然
と
の
調
和
へ
』

(

財)

日
本
生
態
系
協
会
会
長　

池
谷
奉
文

○ 

海
外
報
告
①
『
減
災
と
自
然
災
害
か
ら
の
復

興
に
お
け
る
原
則
』

国
際
自
然
保
護
連
合
上
席
科
学
顧
問

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
マ
ク
ニ
ー
リ
ー
氏

○ 

海
外
報
告
②
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
然
災

害
後
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
対
策
』

 

米
国
ミ
ズ
ー
リ
州
緊
急
事
態
管
理
庁

副
長
官　

テ
ィ
ム
・
ダ
イ
ム
ラ
ー
氏

○ 

被
災
地
か
ら
の
報
告
『「
利
府
町
復
興
元
年
」

こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
』

宮
城
県
利
府
町
長　

鈴
木
勝
雄
氏

○ 

被
災
地
か
ら
の
報
告
『
二
度
と
津
波
に
よ
る

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
ー
復
興
に
お
け
る
大
命

題
』

岩
手
県
山
田
町
長　

沼
崎
喜
一
氏

○
総
括

東
京
都
市
大
学
教
授　

涌
井
史
郎
氏

○
閉
会　

17
：
40

○
懇
親
会　

18
：
00
ー
19
：
45

　
（
有
料･
希
望
者
の
み
）

■
申
込
み
問
合
せ
先

（
財)

日
本
生
態
系
協
会

　
　

復
興
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

[

電　

話] 

0
3
ー
5
9
5
1
ー
0
2
4
4

[

Ｆ
Ａ
Ｘ] 

0
3
ー
5
9
5
1
ー
2
9
7
4

[

メ
ー
ル] forum

2011@
ecosys.or.jp

[

Ｕ
Ｒ
Ｌ] http://w

w
w
.ecosys.or.jp/eco-

　
　
　
　

 japan/

国際フォーラム　参加者募集のお知らせ　「復興から見える新たな日本の創造－全国どこでも起こる大災害－」

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー（ 

市
町
村
職
員
中
央
研

修
所 

鈴
木 

正
明
学
長
）で
は
、11
月
1
日（
火
）

〜
11
月
2
日（
水
）の
2
日
間
、
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

「
町
村
職
員
等
の
た
め
の
自
治
体
経
営
特
別
セ

ミ
ナ
ー
Ⅱ
実
践
コ
ー
ス
」
〜
政
策
企
画
と
条
例

の
実
践
〜
を
下
記
の
と
お
り
開
催
す
る
。

こ
の
研
修
で
は
、
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
の
通

常
研
修（
専
門
実
務
研
修
及
び
政
策
課
題
研
修
）

へ
の
参
加
が
比
較
的
困
難
な
町
村
等
お
お
む
ね

人
口
規
模
5
万
人
以
下
の
団
体
を
対
象
に
、
法

令
実
務
の
基
礎
知
識
や
分
権
改
革
後
の
条
例
制

定
権
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
実
践
的
な
政
策
企
画
能
力
の
養
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

通
常
研
修
の
参
加
が
困
難
な
団
体
に
も
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
2
日
間
と
い
う
短
期

間
で
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
の

講
師
と
講
演
は
次
の
と
お
り
。

と　

き 

平
成
23
年
11
月
1
日（
火
）13
：
00 

か
ら
2
日（
水
）14
：
45
ま
で

と
こ
ろ 

市
町
村
職
員
中
央
研
修
所（
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
）

11
月
1
日
（
火
）

13
：
30
〜
15
：
00

「
条
例
立
案
の
基
礎
」（
講
義
）

 

相
模
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
社
会
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
教
授 

松
下　

啓
一
氏

15
：
15
〜
17
：
45

「
課
題
演
習
」（
講
義
・
意
見
交
換
）

◎ 

福
祉
関
係　

千
葉
大
学
大
学
院
専
門

法
務
研
究
科
教
授 

鈴
木　

庸
夫
氏

◎ 

環
境
関
係　

上
智
大
学
法
学
部
教
授　

 

北
村　

喜
信
氏

◎ 

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
関
係　

相
模

女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
社
会
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
教
授 

松
下　

啓
一
氏

11
月
2
日
（
水
）

9
：
00
〜
12
：
00

「
課
題
演
習
」（
発
表
準
備
、
発
表
・
講
評
）　 

 

担
当
教
授

13
：
00
〜
14
：
30

 「
政
策
企
画
の
基
礎
〜
政
策
形
成
か
ら
行

政
評
価
ま
で
」（
講
義
）

 

富
士
通
総
研
公
共
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

佐
々
木　

央
氏　

※ 

参
加
希
望
者
は
、9
月
14
日（
水
）必
着
で
、次

の
方
法
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
参
加

費
：
7
、7
0
0
円 

宿
泊
費
・
食
費
等
を
含
む
）

【
問
合
せ・申
込
先
＝
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
部
】

① 

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 （http://w
w
w
.jam
p.gr.jp

）の「
研
修
受

講
電
子
申
込
サ
イ
ト
」か
ら
直
接
申
し
込
む
。

 〔
注
〕電
子
申
込
の
際
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
は
、
各
市
町
村
の
研
修
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

② 

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
直
接
申
し
込
む
。

 （
〒
2
6
1－

0
0
2
5 

千
葉
市
美
浜
区
浜

田
1
丁
目
1
番
、
電
話
0
4
3－

2
7
6－

3
1
2
7（
調
査
研
究
部
）、0
4
3－

2
7
6

－

3
1
2
6（
研
修
部
）、申
込
書
受
付
Ｆ
Ａ

Ｘ
：
0
4
3－

2
7
6－

8
4
8
4
）

参
加
申
込
書
は
、市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

(http://w
w
w
.jam
p.gr.jp/tim

etable/
tokubetu-top.htm

)

平
成
23
年
度　

戦
略
セ
ミ
ナ
ー
「
町
村
職
員
等
の
た
め
の

　
　

自
治
体
経
営
特
別
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
実
践
コ
ー
ス
」
を
開
講 

 

＝ 

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー 

＝
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◆
気
象
病
と
生
気
象
学

慢
性
痛
が
気
象
に
よ
っ
て
悪
化
す
る
こ

と
は
、
経
験
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、こ
れ
に「
天
気
痛
」と
い
う
立
派

な
名
前
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

天
気
痛
と
は
、
気
象
（
大
気
の
中
に
起

こ
る
短
時
間
の
現
象
）
条
件
に
よ
っ
て
、

引
き
起
こ
さ
れ
た
り
悪
化
し
た
り
す
る
痛

み
の
こ
と
で
、
代
表
的
な
疾
患
に
は
関
節

リ
ウ
マ
チ
、
偏
頭
痛
、
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
、
線
維
筋
痛
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

痛
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
管
支
ぜ

ん
そ
く
の
発
作
が
前
線
通
過
時
に
頻
発
す

る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
、
こ
れ

は
「
気
象
病
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
天
気
痛

も
気
象
病
の
中
の
一
分
類
で
す
。

ち
な
み
に
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
や
あ

る
一
定
の
季
節
に
多
発
し
た
り
症
状
が
悪

化
し
た
り
す
る
病
気
は
「
季
節
病
」
と
い

わ
れ
、冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
な
ど
が
代
表
例
で
す
。

こ
う
し
た
研
究
は
、生
気
象
学
（biom

-
eteorology

）
と
い
う
学
問
分
野
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。生
気
象
学
は
、一
九
五
五

年
に
国
際
生
気
象
学
会
の
第
一
回
総
会
が

パ
リ
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
学
問
と
し
て

の
体
系
が
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
天

気
と
生
体
の
関
係
を
疑
う（
？
）生
気
象
学

の
概
念
が
生
ま
れ
た
の
は
、
な
ん
と
古
代

ギ
リ
シ
ャ
時
代
―「
医
学
の
父
」「
疫
学
の

祖
」と
呼
ば
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代

に
、す
で
に
そ
の
記
載
が
あ
る
そ
う
で
す
。

◆
交
感
神
経
と
痛
み

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
天
気
が
痛
み
と
関
係

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
天
気
痛
の
存
在
は
古
く
か
ら
認

め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

実
験
的
に
解
析
し
た
研
究
が
こ
れ
ま
で
は

な
く
、「
心
理
的
な
も
の
」
と
し
て
信
ぴ
ょ

う
性
を
疑
問
視
す
る
報
告
も
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
五
年
、
名
古
屋
大

学
環
境
医
学
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
が
、
気

圧
と
気
温
の
低
下
に
よ
っ
て
慢
性
痛
を
も

つ
ラ
ッ
ト
の
痛
み
行
動
が
増
強
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
天
気

痛
の
科
学
的
実
証
に
成
功
し
た
の
で
す
。

少
し
や
や
こ
し
い
話
に
な
り
ま
す
が
、

気
圧
低
下
で
痛
み
が
増
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

簡
単
に
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

主
役
は
自
律
神
経
で
す
。
自
律
神
経
は

「
か
ら
だ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
」
役

割
の
交
感
神
経
と
、
逆
に
「
か
ら
だ
の
テ

ン
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
」
役
割
の
副
交
感
神

経
か
ら
な
り
ま
す
が
、
痛
み
と
関
係
が
深

い
の
は
交
感
神
経
の
方
で
す
。

交
感
神
経
は
、
筋
肉
や
関
節
周
辺
で
は

血
管
を
収
縮
さ
せ
る
一
方
、
脳
で
は
血
流

を
増
や
し
ま
す
。
関
節
痛
の
悪
化
は
、
血

管
の
収
縮
に
よ
り
筋
肉
や
関
節
周
辺
に
疲

労
物
質
が
た
ま
る
こ
と
が
主
因
と
な
り
、

ま
た
脳
の
血
流
が
増
え
る
こ
と
で
血
管
の

拍
動
を
主
因
と
す
る
偏
頭
痛
が
起
き
や
す

く
な
る
の
で
す
。

で
は
、
気
圧
が
下
が
る
と
、
自
律
神
経

は
ど
う
反
応
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

体
内
で
は
ま
ず
副
交
感
神
経
が
優
勢
に

な
り
血
圧
や
心
拍
数
が
下
が
り
ま
す
。
同

時
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン
も
増
加
し
て
血
圧
を
急

低
下
さ
せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ヒ
ス

タ
ミ
ン
は
神
経
伝
達
物
質
と
し
て
、
交
感

神
経
を
刺
激
す
る
働
き
も
も
っ
て
い
る
の

で
す
。

つ
ま
り
、気
圧
の
低
下（
＝
副
交
感
神
経

を
刺
激
）に
よ
っ
て
、か
ら
だ
は
ゆ
る
ゆ
る

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
に
な
っ
た
の
に
、

同
時
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン
（
＝
交
感
神
経
を
刺

激
）
に
よ
っ
て
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
よ

う
正
反
対
の
指
令
を
受
け
る
わ
け
で
す
。

か
ら
だ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
急
な
上
げ
下

げ
指
令
に
自
律
神
経
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

し
、
正
常
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
な
い
状
態

（
自
律
神
経
失
調
状
態
）
に
な
る
と
、
部

分
的
な
痛
み
だ
け
で
な
く
、
全
身
的
な
倦

怠
感
な
ど
も
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
多
く
の
人
が
季
節
の
変
わ
り
目
に
だ

る
さ
や
体
調
不
良
を
感
じ
る
の
は
、
こ
の

自
律
神
経
の
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
自
律
神
経
に
や
さ
し
く

で
す
か
ら
、天
気
痛
へ
の
対
処
法
は「
自

律
神
経
に
や
さ
し
く
」
と
い
う
点
で
、
夏

バ
テ
や
冷
え
症
対
策
に
共
通
し
ま
す
。

急
な
室
温
変
化
や
遅
く
ま
で
の
夜
遊
び

な
ど
は
禁
物
。
昼
の
仕
事
で
く
た
く
た
に

な
っ
た
ら
、
夜
は
ぬ
る
め
の
お
風
呂
で
適

度
に
汗
を
流
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
十
分

な
睡
眠
を
。
食
生
活
で
は
、
自
律
神
経
を

整
え
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
水
分
調
節
に
欠
か

せ
な
い
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
生
野
菜
や

果
物
、自
律
神
経
や
痛
覚
神
経
を
な
だ
め
、

関
節
を
強
く
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

人
の
か
ら
だ
（
生
体
）
は
、皮
膚
を
へ
だ

て
て
外
部
環
境
か
ら
内
部
環
境
を
守
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
外
部
環
境
の
大
要
素
で

あ
る
気
象
が
、
健
康
に
影
響
を
与
え
な
い

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
季
節
の
変
わ
り
目

に
体
調
不
良
を
感
じ
た
ら「
天
気
の
せ
い
」

に
す
る
前
に
、
ま
ず
は
そ
ん
な
健
気
な
自

分
の
か
ら
だ
を
労
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

病
は「
気
」か
ら
!?　

気
象
病
と
夏
バ
テ
対
策

病
は「
気
」か
ら
!?　

気
象
病
と
夏
バ
テ
対
策

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

鈴
木
京
子

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

鈴
木
京
子

健
康
に
生
き
抜
く
方
法
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随 想

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
有
名
歌
手
が
次

の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
た
。「
人

は
、
人
と
出
会
う
た
め
に
生
き
て
い
る
ん

だ
、
出
会
い
に
こ
そ
人
生
の
意
味
が
あ

る
。」生

き
て
い
る
間
に
、
い
か
に
有
意
義
な

出
会
い
を
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
び
取
る

の
か
、
そ
れ
が
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
が

大
崎
町
長
と
し
て
の
職
務
を
預
か
っ
て
以

来
、
振
り
返
れ
ば
10
年
と
い
う
歳
月
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
実
に
様
ざ

ま
な
出
会
い
が
あ
り
、
今
の
自
分
が
存
在

す
る
の
だ
と
思
う
。
出
会
い
は
偶
然
で
、

突
然
に
訪
れ
る
。
た
と
え
、
初
対
面
か
ら

別
れ
ま
で
の
時
間
が
僅
か
で
も
、
共
有
し

た
時
が
激
し
く
燃
焼
す
る
よ
う
な
出
会
い

も
あ
れ
ば
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
静

か
に
熟
成
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
出
会
い
も

あ
る
。
こ
う
し
た
有
意
義
な
出
会
い
は
、

自
分
の
年
齢
が
い
く
つ
で
あ
っ
て
も
大
切

に
し
た
い
。

私
た
ち
大
崎
町
は
、
東
日
本
復
興
支
援

の
た
め
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
の
4
市
5

町
か
ら
な
る
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
岩
手
県

大
船
渡
市
へ
複
数
の
職
員
を
派
遣
し
て
き

た
。
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、
主
に
20
代
か

ら
30
代
の
若
い
職
員
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら

が
職
務
に
復
帰
後
、
次
々
と
口
に
し
て
い

た
こ
と
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
っ

た
。「
現
地
へ
行
っ
て
よ
か
っ
た
・
別
れ

が
辛
か
っ
た
・
仲
間
と
の
絆
が
で
き
た
」。

き
っ
か
け
は
震
災
で
あ
る
が
、
将
来
あ
る

若
い
職
員
が
何
か
を
学
び
、
人
生
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な
出
会
い
で
あ
っ
た
こ
と

を
心
か
ら
願
う
。

私
の
職
場
に
限
ら
ず
、
全
国
の
若
者
が

復
興
支
援
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
こ
と

を
見
聞
き
す
る
た
び
非
常
に
嬉
し
く
思

う
。
今
の
日
常
は
、
情
報
技
術
が
驚
く
ほ

ど
発
達
し
、
便
利
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

周
囲
の
人
と
関
わ
り
を
持
た
な
く
て
も
、

あ
る
程
度
の
こ
と
は
自
分
自
身
で
調
べ
、

行
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
社
会
と
な
っ

た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
思
い
や
り
の
欠

如
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
さ

が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

そ
う
言
わ
れ
る
時
代
で
も
、
危
機
的
な
状

況
に
遭
遇
す
れ
ば
、
日
本
と
い
う
国
が
根

底
で
は
ど
こ
か
で
繋
が
り
、
人
と
人
と
が

支
え
あ
っ
て
い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
実
感
す
る
。

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
被
災
地
の
人
々

を
大
き
く
賞
賛
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
日
本

人
は
過
酷
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
ら
ず
冷
静
に
、
か
つ
周
囲
と

協
調
し
な
が
ら
行
動
で
き
る
の
か
。
そ
の

答
え
が
、
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
あ
る

こ
と
を
聞
い
た
。
つ
ま
り
、
小
学
校
の
ク

ラ
ス
に
掃
除
当
番
や
給
食
当
番
と
い
う
制

度
が
あ
り
、
組
織
の
中
で
秩
序
を
守
り
、

互
い
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
、
そ

の
こ
と
を
幼
少
の
頃
か
ら
教
育
さ
れ
て
き

た
成
果
な
の
だ
と
い
う
。
も
し
、
こ
れ
が

本
質
を
突
い
て
い
る
な
ら
、
長
い
時
間
を

か
け
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
教
育

力
の
大
き
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

論
語
に
次
の
よ
う
な
一
説
が
あ
る
。『
六

十
而
耳
従
、七
十
而
従
心
所
欲
不
踰
矩（
六

十
に
し
て
耳
従
う
、
七
十
に
し
て
心
の
欲

す
る
と
こ
ろ
に
従
い
て
矩の

り

を
踰こ

え
ず
）』。

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
60
歳
に
し
て

相
手
の
言
う
こ
と
か
ら
善
悪
な
ど
を
素
直

に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
70
歳
に
し

て
思
う
ま
ま
に
動
い
て
も
間
違
い
を
起
こ

さ
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

こ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
私
は
今
、
耳じ

順じ
ゅ
ん

と
従じ

ゅ
う

心し
ん

の
狭
間
に
い
る
。
あ
る
政
策
判

断
に
つ
い
て
、
一
つ
の
決
断
を
迫
ら
れ
る

時
、
賛
成
す
る
人
も
い
れ
ば
反
対
の
人
も

い
る
。
理
由
は
、
地
域
や
職
業
、
社
会
的

な
立
場
な
ど
様
ざ
ま
で
あ
る
が
、
私
は
未

だ
に
、
こ
の
両
者
を
絶
対
的
に
満
足
さ
せ

る
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な

い
。
現
実
の
社
会
に
は
1
0
0
％
正
解
と

い
う
答
え
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
の
こ
と
に
気
付
き
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

答
え
を
探
し
続
け
る
し
か
な
い
。
答
え
の

出
な
い
こ
と
と
向
き
合
う
の
が
人
生
、
有

意
義
な
出
会
い
の
中
か
ら
、
相
手
の
意
見

を
聴
き
、
主
張
す
べ
き
は
主
張
し
、
い
つ

ま
で
も
学
ぶ
こ
と
に
貪
欲
で
あ
り
た
い
と

思
う
。
そ
し
て
次
の
出
会
い
と
、
来
る
べ

き
従じ

ゅ
う

心し
ん

を
迎
え
た
い
。

東ひ
が
し　

　
靖や

す

　
弘ひ

ろ

　
出

会

い 鹿
児
島
県
大お

お

崎さ
き

町
長
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町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 に ご 加 入 の 皆 様 な ら ！ 

○ 無事故による割引で新規から 

○ 集団扱年一括払いによる割引で更に 
○ 保 険 料 分 割 払 （ 回 ） も 選 択 可 能 で す 。 
（ 保 険 料 分 割 払 を ご 利 用 の 場 合 は 上 記 の 集 団 扱年 一 括 払 の ５ ％ 割 引 の 適 用 は あ り ま せ ん 。 ） 

ご 加 入 を 希 望 す る お 車 が 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 の 場 合 は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 か ら ス タ ー ト し ま す 。 
（保険料）割引％

％

　 無 料 ロ ー ド サ ー ビ ス が つ い て き ま す 。 
　 ご 契 約 の お 車 が 、 事 故 ・ 故 障 で 自 力 走 行 で き な く 
　 な っ た 場 合 、 事 前 に ロ ー ド サ ー ビ ス 専 用 デ ス ク に 
　 ご 連 絡 く だ さ い 。 に お 取 り 次 ぎ し 、 レ ッ カ ー や 
　 分 程 度 の 緊 急 修 理 な ど を 手 配 し ま す 。 
　 ● バ ッ テ リ ー 上 が り や 、 キ ー 閉 じ 込 み 、 ガ ス 欠 な ど 

※ こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） を ご 契 約 い た だ け る 方 は 、 全 国 町 村 職 員 生 活 協 同 組 合 の 自 動 車 共 済 に 加 入 さ れ て い る 方 に 
限 り ま す 。 

・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 （ ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 ） の 場 合 の も の で す 。 保 険 料 
は 平 成 年 ４ 月 １ 日 現 在 の も の で あ り 、 変 更 さ れ る 場 合 も あ り ま す 。 

・ 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 型 式 、 初 度 登 録 年 月 、 年 齢 条 件 、 運 転 者 限 定 特 約 の 有 無 、 共 済 （ 保 険 ） 金 額 、 等 級 な ど に よ り 異 な り ま す 。 
・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 の 「 通 常 に 新 規 で 加 入 す る 場 合 」 と は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ６ Ｓ 等 級 を 適 用 し た 保 険 料 を 例 示 し た も の 
で す 。 

・ こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 詳 し い 内 容 に つ い て は 取 扱 代 理 店 （ 千 里 ） ま た は 損 保 ジ ャ パ ン の 営 業 店 に お 問 
い 合 せ く だ さ い 。 

契 約 条 件 と 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 ・ 自 

◎１年間事故が無かった場合は、翌年の等級は１等級上がります。 
　事故によって車両共済（保険）をご利用された場合は、事故件数１件につき３等級下がります。 

動 車 総 合 保 険 （ 損 保 ジ ャ パ ン ） 保 険 期 間 １ 年 
・ 自 動 車 保 険 集 団 扱 年一 括 払 に よ る 割 引 ５ ％ 適 用 。 

〈 車 

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。 
詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパンにお問い合わせください。 
両 保 険 引 受 保 険 会 社 〉 ㈱ 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 

GE6 
フィット 

平成23年2月 
26歳以上補償 
本人・配偶者限定 運 転 者 限 定 

金 額      150万円 共 済 （ 保 険 ） 
新 車 割 引 有 
記名被保険者 30才 

集 団 扱 年一 括 払 払 込 方 法 

加 入 タ イ プ 

SJ10-13443(2011.3.18作成) 

こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 補 償 す る 対 人 賠 償 、 対 物 賠 償 、 限 定 
搭 乗 者 傷 害 等 に 加 え 「 ご 自 身 の お ク ル マ の 補 償 （ 車 両 保 険 ） 」 を 追 加 す る 制 度 で す 。 
お 車 が 衝 突 し た 場 合 や 台 風 ・ い た ず ら ・ 盗 難 な ど 偶 然 な 事 故 で 損 害 を 被 っ た と き に 、 
共 済 （ 保 険 ） 金 を お 支 払 い し ま す 。 

一 般 条 件   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ） 

車 対 車 ＋ Ａ   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ）
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